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～ 蘊胎地区高齢響福祉六金 ～
令不□元年 9月 16日 (月 )、 塩冶コ

ミュニティセンターにおいて、今年

も例年どおり「塩冶地区高齢者福祉

大会」を盛大に開催しました。

大会には塩冶地区で90歳の卒寿

を迎えられた4名の方に出席いただ

き、「特別養護者人ホーム天神」「き

いちご1具楽部」「寿生の郷」「ことぶ

き福社会」の各施設のみなさん 37
名、来賓には塩冶自治協会の板倉啓

治会長ほか6名、そして大会に花を

添えて<れたえんや保育園の園児た

ちとその家族、地区社協理事や福祉

委員を加えて総勢約 250名により、

賑やかに行われました。

開会のことばの後、全員で「塩冶賛

歌」の斉唱や塩冶地区社会福祉協議

会中尾会長の挨拶があり、続いて自

治協会の板倉啓治会長よりお祝いの

お言葉と共に自治協会の役割として、

地t或活動の重要性や住民福祉の増進

に今後も寄与するよう活動を行なっ

て行<こと等についてお話いただき

ました。その後、社協の中尾会長よ

り卒寿を迎え出席いただいた 4名の

方に長寿のお祝いが手渡されました。

式典が終わり、後半はアトラクショ

ンです。最初はえんや保育園の園児たちの可愛いらしい歌とおゆ

うぎでした。それだけでも客席の皆さん笑顔でしたが、最後に子

どもたち全員が舞台から降りて、印かずかしそうに客席の間に入り、

高齢者の方たちと対面し
｀
幸せなら手をたたこう、を歌います。

最初は即bずかしそうにしていた園児たちも二番三番となるとす

つかり笑顔がもどり、高齢者の方と手や肩をたたきあつて、おじ

いさんおばあさんを喜ばせて<れました。高齢者の方と園児たち

の満面の笑顔に来賓席も社協の理事もみんなが υえがおりにな

れた:舜間でした。

次は「あげそ|ず塩冶福祉座」の演bllで「大雨肇報 !あなたなら

どうする」。災害の多い時期だけに避難を巡つて考えさせられま

した。そして最後はみんなで唄を合唱して終わりました。今年も

黎難 おめでとうございます! 子供たちと―緒に |

つノ

た<さんの笑顔に出会えたことに
｀
感謝、します。 (広報広聴部)



寿生グル‐プとの福祉座談会

7月 26日 (金)、

寿生病院 6F大会議

室において、寿生グ

ループと塩冶社協と

の意見交換会を行な

いました。

寿生グループま8召

和59年に寿生病院

を立ち上げられてか

ら今年で35年になり、現在では医療法人寿生会と社会福

祉法人出雲南福社会の二つの法人により、医療や介護t子

育てまでを総合的に支援する事業が行なわれていま或

また寿生グループの前会長は塩冶社協の初代会長でも

あり、当時に築かれた礎が今日の塩冶社協の活動につなが

つているとも言えるものです。

そういつた中、双方が地域交流を含めて社会福祉活動を

広<行なつていることから、塩冶社協と協働する事業が行

えないかと改めて意見交換会を行なつたものです。

意見交換会では双方の事業活動を紹介し合い、理解を得

ながら、今後も連携し酬動した活動を行なうことで意見が

一致t/1した。寿生グループの規力は今後の社協活動の一

助となるものと言えます。 (取材 :広幸駆期艦 3)

理事 0福祉委員研修会の開催

8月 17日 (■ )、 塩冶コミセンにおいて、理事 19名

福祉委員5名の参加により、出雲市社会福祉協議会の春日

様、山本様、大迫様の 3名にお越しいただき、「たすけあ

い ◆支え合いの輪を広げよう |」 をテーマに地1或支え合い

6用多会を行ないました。

春日様からは「福祉は晋段の暮らし」と考えており、求

められる生活の場に●自宅、2子どもの家、3)高齢者向け

ケア付さ住宅、●特別養護老人ホームのうちのどれを望む

かです。健康な時は皆さん自宅が多いようですが、病気や

介護が必要になると施設を希望される方が多くなるようで

す。lE3し施設に入るには介護認定の制限や出雲市でも月に

平均 13～14万円の費用がかかるとのこと。

在宅生活=日常生活動作十環境 です。

在宅生活を続けるためには、自助 (自分・家族)十互助

(地i或の助け合い)十共助=在宅生活 (介護保険)です。

それぞれを生かした人とのつながりが一番大切とのお話

をいただきました。

その後は他地域

の活動等のお話を

聞き、最後にグル

ープに分かれ、 1

ゴミ出し～60食
事の配達まで様々

な生活に嚇要な力

―ドを使い、助け

日本文化体験の集い

9月 20日 (金 )、 青少年育成部では、塩冶小学校に通う

外国にルーツのある子どもたちに「日本の遊び体験」とし

て、きからある日本の遊びを塩冶コミュニティセンターで

体験してもらいました。

今年はこれまで行なった遊びに「万華鏡」作りを初めて

取り入れてみました。始めに当日の参加スタッフ全員が持

ち寄つた 1000mり の空き牛乳パックを担当者の指導によ

り、7～8害い鍍 まで加工組立てを行い、その後の完成まで

の作業を子どもたちが行ないます。

子どもたちは最終工程のビーズ選び、外装の貼り付け等、

四苦八苦しながら、言葉の壁を乗り越えて、担当者の協力

を得ながら万華鏡を仕上げることができました。

万華鏡の覗き穴から覗いて見て、思わず満足 (?)の笑

顔です。完成品は皆さんに持ち帰つてもらいました。

その他の遊び・・、ゴム鉄砲で的を倒して面白がつて

いる子、新聞紙で作ったからヽとをかぶつて紙ヒコーキを

飛ばす子、ゴム段とびでは2～ 3人いつしょに飛んでい

る子、竹とん|ま けん玉、輪投げに興じている子・・。
遊びに国境はないなあ～と考えさせられた一日でした。

今回も塩冶百寿会、NPO法人エスペランサの皆様の

ご協力を得て、日本の遊び体験を楽し<終えることが出

来ました。紙面を借りて、改めてお礼申し上げます。あ

りがとうございました。

(青少年育成部 高塚勝0召)
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合い1様ゲームを行ないました。

(取材 :広報広聴部)



1雫凛繁‐計な|
6月 24日 (月 )、 今年度第 1回目のサロン会|よ 少し

趣向を変えて斐川の「出雲村田製作所」の見学を行いま

した。身近にあり、町内でも勤務されている方がおられ

るのに、どのような工場なのか全<分からないというこ

とで、理事・福祉委員を含め23名が参加しました。

工場至」着後、まずはパワーポイントと資料を使つて、

村田製作所の概要説明をしていただきました。

出雲工場は世界最大級の積層セラミックコンデンサの

開発・生産拠点で、世界シェアの約 4‐0%を生産してい

るそうです。

積層セラミックコンデンサと問いてもピンとこないの

ですが、実は私達の生活に欠かせない電気製品に多数使

われており、身近なことろでは、スマートフォンやパソ

コン、自動車等、一般家庭では一軒あたり 5000～
6,OOO個ものセラミックコンデンサが使われているそ

うです。驚いたのはその大きさです。一番小さいもので

は〇.2mm。 人の手ではとても扱えません。したがって、

24時間体制で機械 (ロボット)を使つて生産されてい

るということでした。

説明の後、3グループに分かれて実際に工場内を見学

しました。大規模な工場内はとてもされいで、大きな機

械がずらりと並び、部署によっては人がとても少ない所

があり、驚きました。

この研修を通して、従業員のみなさんが実際にどのよ

うに働いておられるのかが分かり、改めて見学してよか

つたと感じました。

工場見学の後は玉造

温泉の松の湯において、

参加者のみなさんで和

やかに昼食をいただき

ました。

温泉に入つたり、売

店でお土産を買つたり

と、ス t/1Sヽりのお出かけサロン会で楽し<有意義なひと

時を過ごすことができました。

(理事 加茂喜美江)
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8月 19日 (月 )、 大正海上では平成21年頃から自主的
に活動を行い、今も続いているB型サロン会があります。
年に一度は出雲市社会福祉協議会地1或福祉課の大迎慎二

朗氏と島根大学の酬彦生 2名が来られると云うので取材に

行ってきました。

サロンは大正海上の女性8名のグループです。毎月第 1、

第2、 第3月 0窪日に“ドレミホール、を会場に午前9時 30
分頃よリテープに合わせて足の先から頭のテッペンまで無

理のない軽い運動やスキンシップで身体をほぐ以 後の40
分<らいはおしゃべリティータイム !ということです。

概ね 11時頃には解散とのことでしたが、今日は孫の様

な6Fl多生や大迫さんとの話も弾み、私が失礼したのは 12
0寺前でしL
行<前は気が重<、 取材をヨ|き受けなければ良かったと

後悔しましたが、皆さんとても仲が良<おしゃべり上手で、

最高齢89歳の方もとても元気で気負ったところのない“す

てきなグループ、でし邑

わずか 3時間ほどのお付き合いでしたが、これが本来あ

るべきサロン会の原点だと思いました。こういう少人数で

出来る自発的グループが沢山出来れば良い。・と願つた一

日でした。

(広報広聴部)



このたび、次のみなさま方から塩冶地区社会福祉協議会

に対し、香典返し及びご寄附をいただきました。

ご厚志に深<感謝いたt/1すとともに、故人のご冥福を

心からお祈り申し上げます。浄財は、塩冶地区の福祉事業

のために使わせていただきます。

今後とも、ご支援賜りますよう、お願い申し上げます。

(7月 1日から9月 30日まで)敬 称略

香典返し

寄附者名  故人名  区域名  寄約金額

※ 掲載欄の 一 は、掲載を希望されない方

****** 編集後記  ******

今年もご多分に漏れず50年に一度の大雨や強風とすべ

てが最強クラス。相次ぐ
｀
想定外、高まる台風リスクに追

いつかない有様・・。残暑が続<中での長期間硼亭電に想

像を絶する過酷さ、また一方では自分が生んだ愛しい幼子

を虐待死亡させる親・・ と、暗いニュースばかりの昨今で

す。そんな中で先日何気な<新間を捲っていると「90代夫

の介護の心構えは」と云う
｀
人生案内、、が目につきました。

投稿した妻も90歳が近い。何気なく読んで微笑ましく
｀
共

に白毛の生えるまで、と云う言葉を用い出しました。

90歳を超えた夫が数ヶ月前に転倒し寝たきりになり、介護

施設に入つて3ヶ月になるけど、どうしても家に連れて帰つ

て自分で介護したい。夫は初恋の人で60年間愛することが

出来て幸せでした・ 0とおのろ気まじりの相談でしたが、こ

んな夫婦の様な気持ちで小さな灯を持ち続けたいものです。

(理事 大賀幸恵)

この「地区社協便り」は、出雲市社会福祉協議会からの助

成金を財源の一部として発行しております。

愛友会だより◆◆

9月 14日 (上)、 汗ばむような天気の中、まずは知丼

宮のあぐ梨梨園に愛反会3名、社協理事2名で梨狩りに

出かけました。

今年はゴールド

二十世紀という種

類で、天候の加減で

生育が少し遅れて

いたため、みなさん

少しでも大きな梨

を収穫しようと一

生懸命でした。

その後は13ミセ

ンの調理室におい

て、「えがおの会」

の講師のみなさん

の指導のもと、もぎ

たての梨を使つて

デザート作りをし

ました。

今年は百寿会の

方々との交流を図ろうと、3名の方に協力していただき、

愛反会8名、社協理事4名、福祉委員 1名、計 16名の

参加となりました。

ァザート作りは初めてという方も多<、 出来上がりを楽

しみに、各自が出来ることを分担し、みんなで協力して、

わいわいおしゃべりしながら、アメリカンクッキー、蒸し

パン、梨ジャム、梨ゼリーの4品を作りました。

そして待ちに待つた試食の時間です !

こんがりきつね

色に焼けた蒸しパ

ンはふわふわでと

ても美味し<、 ア

メリカンクッキー

はしつとりした新

食感 !

梨ジャムは食パ

ンにはさんで食べ

ました。みんな

「梨は皮をむいて

食べることしか思

いつかなかつたけ

ど、こんなに美味し

いデザートになる

なんて !!」 と驚い

ておられました。

百寿会さんも交

えて、とても楽しい

時F85を過ごすことができました。

(障がい者福祉部 加茂喜美江)
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